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126 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
教育学部など、ほぼすべての学部からスタッフを集め
ています。
　カリキュラム等はまだ編成をいろいろと試みてい
るところです。これから4年ほどのあいだにはカリ
キュラムを固めたいと思っていますので、その間に日
本の先生がたもここのスタッフの教育・訓練また学生
の教育・訓練にぜひお力やお知恵を貸していただけれ
ばと思います。
東インドネシアでも
このようなシンポジウムを組織できないか
フィルダウス・ダウド　このようなシンポジウムや
ワークショップはたいへんよいと思いますが、私の印
象ですと、私の出身のマッカサルを含めた東インドネ
シア地域ではあまり拡がっていないような気がしま
す。東インドネシアでもこのようなシンポジウムや
ワークショップを開いていただくとよいと思うので
すが、JICAからいらっしゃっている遠藤さん、いかが
でしょうか。
遠藤　東インドネシアでもこのようなシンポジウム
やワークショップを開いたらよいということには私
も同感です。今回のプロジェクトはインドネシア側の
機関であるバンドン工科大学やシアクアラ大学など
とのプロジェクト協力の枠のなかで行っているので、
今回のプロジェクト期間中は東インドネシアまで行
けませんでした。しかし、災害はどこで起こるかわか
りませんので、とくに防災教育や防災訓練はどこの町、
どこの県でもやっていかなければならないことだと
私は思っています。
